
令和４年度 第２回市立士別図書館協議会議案

日 時 令和５年３月23日(木)

午後３時00分～

場 所 生涯学習情報センター 視聴覚室

１．開 会

挨 拶 市立士別図書館協議会委員長 加藤 孝

２．議 案

（１）令和５年度予算について

（２）その他

３．閉 会



ＮＯ
新規
継続 事　　業　　名 事　　業　　の　　概　　要

５年度
予算額

４年度
予算額

1 継続
図書館管理運営事
業

会計年度任用職員（司書２名、図書館業務５名）報酬・共済
費、図書館システム（備荒資金）、同保守点検委託料、ＢＭ
経費等。

22,070 19,553

2 継続
朝日図書室管理運
営事業

会計年度任用職員（図書館業務1名、休暇取得時1名）賃
金・共済費。

2,462 2,322

3 継続
図書・資料整備事
業

利用者の教養、調査、研究、レクリエーション等に資するた
めに、図書資料を購入し収集する経費など。

9,214 9,100

4 継続 図書館活動事業
読書普及（特に子ども）や図書館利用の促進を図るための関
係事業等の経費。

371 365

5 継続
士別市ブックス
タート事業

絵本を通して、赤ちゃんと保護者のふれあいと心豊かに成長
することを願い、０歳児には、「ブックスタートパック」
（絵本３冊とロゴマーク入りのバック、絵本ガイド）を渡
し、フォローアップとして、読み聞かせ会に満３歳児へ絵本
１冊と絵本ガイドを渡すことなどに係る経費。

400 400

6 継続
市民文芸活動振興
事業

児童生徒から一般市民まで、市民全体の文芸に対する意識の
高揚や、創作活動の推進に資するため、文集しべつ及び市民
文芸第28号の発刊にかかる経費。

429 198

ＮＯ
新規
継続 事　　業　　名 事　　業　　の　　概　　要

５年度
予算額

４年度
予算額

1 継続
生涯学習情報セン
ター管理事業

電気料(17,174千円)、水道料(384千円)、LEDリース料
(1,854千円)、管理委託業務(16,058千円)、その他管理費
(2,232千円)

37,702 31,956

2 継続
生涯学習情報セン
ター整備事業

生涯学習情報センターの利用者の安全性及び利便性の向上の
ため必要な施設整備を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
非常灯ランプ交換(180千円)、誘導灯交換(427千円)、地階
内装修繕(4,635千円)、Wi-Fi設置(469千円)、可動式三面
鏡(269千円)

5,980 1,599

令和5年度　図書館関連予算
 （単位：千円）

参考資料

令和5年度　生涯学習情報センター関連予算

 （単位：千円）



令和４年度 第２回図書館協議会

その他 資料１

●学校ブックフェスティバル事業について

【経緯】

「第３次士別市子ども読書活動推進計画」において、計画の基本目標としている、家

庭・地域・学校等を通じた社会全体での子どもの読書活動の推進の一つとして、学校及

び学校図書館と連携し、子どもたちが多くの本に親しみ、読書の楽しさや読みたい本を選

ぶ楽しみにふれることによる読書活動の普及を目的に実施する。

令和４年度においては、北海道立図書館市町村活動支援事業の一つである、「大量一

括貸出」を活用して図書館主催事業として市内２校で実施した。

【実施内容】

①多寄小学校

実施日時： 令和４年８月１９日（金） 13 時 25分～14時 20分 （５時間目）

会 場： 多寄小学校 多目的ホール、こすもす教室

当日参加児童生徒： ２１名

貸出冊数： １８４冊（道立図書館所蔵）、図書館所蔵しかけ絵本17冊

おはなし会担当： 鳩の会（高瀬、杉沢）、学校図書館支援員（久光）、図書館（安藤）

②上士別小学校

実施日時： 令和５年２月９日（木） 1０時 30分～11時 15分 （3時間目）

会 場： 上士別小学校 正面ホール、図書室

当日参加児童生徒： ２７名

貸出冊数： ２１４冊（道立図書館所蔵）、図書館所蔵しかけ絵本20冊

おはなし会担当： 鳩の会（高瀬、佐々木）、学校図書館支援員（久光、佐藤）

●実施内容（２校共通）

全校児童を対象に、おはなし会やしかけ絵本の展示を楽しみ、各校のホールの床に

並べた 500冊の道立図書館所蔵の中から自由に借りたい本を選び、本や物語の世界

にふれ、また、本を選ぶことの楽しさを体験した。

児童生徒を１～３年生、４～６年生までの２班に分けて、本を選ぶ班とおはなしを聞く

班を交互に行い実施した。なお、児童生徒の借りた本は、1ヶ月間学校に貸出し、活用し

ていただいた。



令和４年度 第２回図書館協議会

その他 資料２

●士別市平和推進事業 市民参加朗読劇について

【経緯】

戦後７７年を迎えるにあたり、子どもたちの詩、母親や牧師の手記、原爆詩などを市民自ら

が朗読劇として表現することによって、ヒロシマ・ナガサキの「あの日」を思い出し、平和の

尊さを再認識する機会をつくるために、士別市民劇場との共催で、士別市平和推進事業

（図書館所管分）として実施した。

【事業実施主体】

共催：士別市民劇場・士別市・士別市教育委員会

協賛：士別おやこ劇場、絵本読み聞かせしべつ鳩の会、人形劇団ポプラッポ、

士別紙芝居サークル

【実施内容】

市民参加朗読劇「夏の雲は忘れない」

実施日： 令和４年１０月１５日（土）

時 間： １５時００分～１６時２０分

会 場： 市民文化センター小ホール

来場者： １５０名

出演者： 10 名（市民一般応募者）

演技指導： 士別市民劇場

照明・音響・舞台： 一般社団法人 舞藝舎

女優たちが制作した原爆朗読劇「夏の雲は忘れない ヒロシマ・ナガサキ１９４５年」で

上演された子どもたちの詩、母親や牧師の手記、峠三吉らの原爆詩を朗読する。

当初は、８月６日の公演を予定したが、新型コロナウイルス感染拡大の影響により公演

中止。感染状況を踏まえた上で、上記日程により再演した。


